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√ 都守淳失 く日本モンキー .センター)
実験室に隔離されたニホンザル6対が示す性行動のバ
ターンと,野性のそれと比較するため,1月15日から29
日に至る15日臥 事由においてその性行動の自然奴祭を
施行した｡観察は,すべて一般情況と個体関係および行
動のパターンのtaperecOrdingと.,全 mountingの8
ミリ記主副こより媒録した｡観察した性的行政は,オス9
疏+2(個休名未確認),メス 9頭十2から成りたつ25
mountingseriesであった｡これらは.6回の moun-
tingattempt,291回の mountingと9ejaculation に
袋約される｡この期問.性行動に従事した個体は.オス
では gori,kumo,ikaru.nosuri.saru,nobori.ei,nomi.
semushiの4-20才の個休で 4才以上の11個体につい
ては直接観察されなかった｡また,メスでは,sarume,
kaki,shiba,satsuki,sakaki,tsuga,zai,sakura.ego
の5-15才の9頭で.5才以上の26豆副こついても直接観
察されなかった｡すなわち.オスでは45%,メスでは26
0/Oの個休の性的行動がこの期問に記録された｡オス,メ
スの平均 mountingseriesの観察回数は26回.選ばれ
た対象個体数はいずれも1.8頭であった｡各 mounting
seriesの mOunting数は1回から115回にわたり,その
平均は11.5回であった｡また ejaculationに適した9例
の平均 mounting数は7.9回であった｡115回の series
はeiとkakiとの問で約2時間を経過して行なわれたも
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